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発達が「気になる」子どもの理解
幼児期から思春期までの「発達の連続性」の観点から
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⚑．は じ め に

近年では「知的な発達に遅れは認められないが，行動や感情のコントロールが難しい，また

は他者とうまくコミュニケーションが取れない」といった特徴をもつ，発達が「気になる」子

どもの教育が課題となっている。本稿では，発達が「気になる」子どもを理解する目的から，

「気になる」特徴とその要因について解説する。そして，発達を支援するうえで必要な考え方

として，幼児期から思春期までの「発達の連続性」（幼児期から見られる「気になる」特徴が

思春期までつながっていること）を捉えることの重要性を示す。

⚒．幼児期における発達が「気になる」子ども

⚑）「気になる」行動の特徴

保育所や幼稚園の現場では，発達が「気になる」子どもに対する理解が難しい，または教

育・保育の仕方が難しいといった問題が全国的に増えている。この問題を解決するために，ま

ずは「気になる」子どもとは，どのような行動の特徴をもつのかについて知る必要があるだろう。

発達が「気になる」子どもの特徴を見てみると，知的発達には目立った遅れはないものの，

①対人トラブルが多い，②落ち着きがない，③順応性が低い，④ルール違反が多い，⑤衝動性

が高い，といった点が報告されている（図⚑）。

特に，順応性の低さ（③）について，「気になる」子どもは場面や状況によって行動や姿が変

わりやすいことがある。たとえば，自分が好きな活動や普段よりも緊張感のある場面（例えば

授業参観，保育参観）では集中力を発揮して取り組めるが，苦手な活動場面になると動きが多

くなり，落ち着きのなさ（②）が目立つ，または集団から逸脱してルール違反（④）をすること

もある。また，家庭での行動・姿と集団での行動・姿が異なることも多く，家庭では一人で遊

ぶため遊びに集中できるが，保育所や幼稚園などの集団場面では他の子どもに衝動的にちょっ
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かいを出し（⑤），その結果，対人トラブル（①）が生じやすくなることもある。

このことから，上記①～⑤の「気になる」行動の特徴はそれぞれが独立しているのではな

く，相互に関連していると考えられる。また，それぞれの特徴の表れ方は，年齢によって異な

るといった報告もなされている（図⚒）。

図⚒は，保育者が「気になる」子どもの個々の行動についてどの程度「気になる」のかを評

価したものであり，評定値が高いほど「気になる」と解釈できる。図の上段にある「落ち着き

のなさ」と「順応性の低さ」は低年齢児から比較的高い評定値であることが特徴的である。一

方，下段にある「対人トラブル」と「ルール違反」は年齢に伴い増加する傾向が見て取れる。

特に「対人トラブル」については，他児が発達することによる環境の変化が関係すると考えら

れている（本郷ほか，2003）。例えば，「気になる」子ども以外の子どもたちの言葉の発達が進

むと，「気になる」子どもに対して周囲から不満が出やすくなったり，担任の先生に言いつけ

る子どもが増えることが関係している。また，「ルール違反」が⚖歳で増加する背景も同様に，

環境の変化が推測される。すなわち，保育所や幼稚園では就学に向けた準備として集団生活で

のルールを増やしたり，ルールのある遊びを導入することが多くなるためと考えられる。

以上のように「気になる」子どもの行動の主な特徴について概観したが，「気になる」子ど

もを理解するためには「気になる」行動を作り出している要因についても考慮しなくてはなら

ない。そこで，以降では「気になる」行動の要因について見ていく。

⚒）「気になる」行動の要因

「気になる」行動として「落ち着きのなさ」を例にあげた場合，その要因としては，ａ）認知

の遅れ・偏り，ｂ）行動調整の難しさ，ｃ）物や事態の要求，ｄ）注目欲求，ｅ）自己防衛などが

考えられる（表⚑）。
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図⚑ 幼児期における「気になる」行動の特徴（本郷，2006 をもとに作成）
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図⚒ 幼児期における「気になる」行動と年齢の関係（本郷ほか，2003 をもとに作成）

表⚑ 「落ち着きのなさ」の要因と特徴の例（本郷，2010 をもとに作成）

要 因 特 徴

ａ）認知の遅れ・偏り
言葉の意味が十分に理解できないため指示が通らない。また，記憶できる範囲が

狭い場合は，指示された最後の言葉しか覚えておらず，指示を理解していないよう
な印象を与え，「落ち着きがない」と見られてしまう。

ｂ）行動調整の難しさ
自分の身体の動きに注意して慎重に動くことが難しい。また，感情のコントロー

ルが苦手なため，気持ちを立て直すことが難しい。

ｃ）物や事態の要求
遊びの中で自分が一番にならないと気が済まなかったり，おもちゃなどの物を他

の子どもと共有できず独り占めしてしまう。

ｄ）注目欲求
集団場面で周囲からの注目を浴びたくて突然大声を発したり，動き回ったりす

る。また，タイミングよく注意されてもかえって注目欲求が満たされるため，行動
がエスカレートすることもある。

ｅ）自己防衛
自分が勝てそうにないゲームには参加しない。また，弱い部分を隠すため「多

動・多弁」になる。ゲームに勝った他児をたたくこともある。



そして，ａ）～ｅ）の要因は互いに関連することで複数の「気になる」行動となって表れるこ

ともある。たとえば，ｃ）物や事態の要求として，一番にならないと気が済まないために

「ルール違反」をしてしまい，ｂ）行動調整が難しいがゆえに感情のコントロールが効かず，

「対人トラブル」に発展するなどがあり得る。

したがって，「気になる」子どもの行動を理解するためには，ひとつひとつの行動の要因は

何なのかを紐解いていく必要があり，それぞれの要因が互いに関連して「気になる」特徴と

なっていることを念頭に置かなくてはならない。さらにそのような複雑さに加え，目の前の子

どもが「気になる」かどうかの程度も，子どもを観察する場面や人によって受け止め方が異な

ることが多い。このことも「気になる」子どもの理解を難しくしている。

⚓）「気になる」子どもの姿の実際

「気になる」子どもが実際の生活の中でどのような問題を抱えているのかについて，図⚓に

は乳幼児発達スケールKIDS（子どもの普段の行動から発達を捉える検査）による分析結果と

して，「気になる」子どもの発達において特に課題がある項目を示した。

図⚓ 幼児期の「気になる」子どもにおいて特に発達に課題がある項
目（本郷，2015 をもとに作成）

図⚓の横軸の「月齢差」は，発達年齢（発達の程度を示す指標）から生活年齢（実際の年

齢）を引いた値であり，マイナスの値が大きいほど発達の遅れの程度が大きいことを表してい

る。「気になる」子どもの特徴として，最も遅れが目立つ項目は「社会性（対成人）」である

（例：大人に対して暴言を吐く）。このことから，「気になる」子どもは他児との不適切な関わ

りよりもむしろ，大人に対する不適切な関わりの方が目立つことがわかる。

また，「運動」についても遅れが顕著である。運動発達については「社会性の発達」との関

連が想定されている（Hongo et al., 2015）。たとえば，運動が苦手な子どもは仲間との遊びの

輪に入りにくくなり，集団生活をうまく過ごせなくなる可能性が高くなると考えられる。
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このような，運動と社会性の関連を考えさせるデータとして，表⚒には「気になる」子ども

における運動発達の特徴を示した。通過率が低い項目（「気になる」子どもにとって難しいこ

と）と高い項目（「気になる」子どもにとって容易なこと）の違いを検討してみると，通過率

が低い項目には，他者との関係が関わる項目（例：子ども達だけでリレー遊びができる）や，

モノの動きにあわせて自分の動きを調整することが必要な項目（例：ボールを⚓回くらいドリ

ブルできる）など，自己と他者（あるいはモノ）との関係の調整が求められる内容が含まれて

いる。一方，通過率の高い項目には自己の動きだけで済んでしまう内容が多い。

以上から，「気になる」子どもの理解を深め，支援につなげていくためには，運動発達の様

相を捉える視点も不可欠である。

表⚒ 「気になる」子どもにおける運動発達の特徴（本郷，2015 をもとに作成）

⚓．児童期における「気になる」子ども

「気になる」子どもは幼児期だけの問題ではない。児童期以降でも教育の難しさが課題と

なっている（本郷ほか，2009）。先述のとおり，「気になる」子どもは場面や状況によって示す

行動が異なることが多いこともあり理解が難しい。このことから，教師から見て教育が困難と

感じる子どもの原因は分かりにくいため，親子関係の問題や心理的な問題だけが注目されやす

いのかもしれない。しかし，子どもの現在の姿を過去に遡って考えてみると，実際は乳幼児期

からの支援が不十分であったがゆえ，発達の問題を抱えたままになっており，その時期に見

合った発達水準に到達していないことがよくある。

そこで，以下では児童期の「気になる」子どもにおける感情面の発達の特徴を見ていく。

King & Kirschenbaum（1996）によると，幼児期から児童期にかけては「感情」の発達が重要

な発達目標として提唱されている（表⚓）。児童期という発達段階を考えた場合，感情面の発
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達に着目することには大きな意義がある。理由として，就学以降は学業面のみならず，対人関

係（特に友人関係）も複雑化するため，「気になる」子どもにとっては社会適応がますます難

しくなることが予想されるからである。

表⚓ 感情の発達目標とその達成に必要な要素（King & Kirschenbaum, 1996 をもとに作成）

発達目標 必要な要素

①自己理解を深めること

・好き嫌いの言語表現を増やすこと。
・感情を述べる力を高めること。
・自分の欲求の表現を増やすこと。

など

②ポジティブな自己イメージを高めること

・自分を肯定的に述べる頻度を増やすこと。
・失敗しても気分を立て直せる頻度を増やすこと。
・自己表現の頻度を増やすこと。

など

③他者理解を深めること

・他者と自分が似ている点，違う点を述べる力を高めること。
・援助，共有，協調行動の頻度を増やすこと。
・相手の話を遮らずに聞く時間を長くすること。

など

表⚔には，社会適応に不可欠となる対人関係の関連として，「気になる」子どもにおける感

情の発達の実態を示した。

表⚔ 児童期における感情発達の特徴（本郷ほか，2018 をもとに作成）

これをみると「気になる」児童は，とりわけ（友達の気持ちの）「理解」や「共感」の領域

において典型発達児との評価点の差が大きくなっており，典型発達児に比べて対人関係の難し

さを抱えやすいことが推察される。
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関連して，図⚔には「気になる」児童の社会適応に関する指標として，学級生活満足感に関

するデータが示されている。

図⚔ 児童期における学級生活満足度（相澤・本郷，2011 をもとに作成）

学級生活満足度は，子ども本人が学級生活について自己評価したものであり，「学級生活満

足群（または不満足群）」は学級生活に満足（または不満足）であると認識している児童の割

合が表れている。また，「非承認群」は「自分は周りから受け入れられていない」といった認

識，「侵略行為認知群」は「自分はいじめや悪ふざけを受けている」といった認識を表してい

る。図⚔より，「気になる」児童はその他の児童に比べて高学年・低学年ともに学級生活満足

群が⚒割程度と少ない。このことから，「気になる」児童の多くは不適応感を抱えながら学校

生活を送っていることがわかる。

参考までに，最近では小学生（児童期）の不登校が急激に増加している（図⚕）。不登校の
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図⚕ 近年における不登校児童生徒数の変化（文部科学省，2014，2024 をもとに作成）



問題は従来，主に思春期以降の問題として取り扱われることが多かったが，現在ではより低年

齢からの問題として認識し直す必要に迫られている。不登校の原因としては「無気力」，「情緒

の問題」，「友人関係の問題」，「学業不振」など（文部科学省，2024），さまざまなものが考え

られるが，これまで紹介した「気になる」子どもが抱える問題も無関係ではないだろう。

⚔．思春期における「気になる」子どもの特徴

「気になる」子どもの中には，のちに自閉スペクトラム症，注意欠如・多動症，限局性学習

症などの診断を受ける子どもがいる一方で，思春期以降も発達障害として診断されずに必要な

支援を受けないまま中学，高校に進学する子どももいる。幼児期では特徴が目立たなかった

が，思春期になって対人関係の問題が顕著になる場合があるため，思春期以降は「気になる」

特徴が消失するとは限らず，幼児期からの問題が残されているケースがある。したがって，

「気になる」子どもの発達は，幼児期から思春期まで続いているという「発達の連続性」を見

通すことが「気になる」子どもの理解には不可欠なのである。

表⚕には，高校生における「気になる」特徴が男女別に示されている。これをみると，幼児

期における「気になる」行動の特徴と共通する内容が多いことから，幼児期の「気になる」特

徴が思春期にも引き続き残されていると推測できる。

表⚕ 「気になる」男子・女子高校生の特徴（本郷ほか，2009 をもとに作成）

男 子 女 子

・体の動きがぎこちない。
・具体的に指示しないと理解が難しい。
・友だちにちょっかいを出す。
・友だちの活動を妨害したりする。
・手足をそわそわ動かしたり，きょろきょろする。
・変わった声や話し方をする。
・課題や活動を順序立てて行うことが難しい。

・日によって調子の良い時と悪い時の波が大きい。
・ちょっとしたことでもいじわるされたと思ってしまう。
・友だちがしている行為に対して怒る。
・一度怒るとなかなかおさまらない。

また，幼児期から児童期にかけて「気になる」子どもは男児に多く見られていたが，中学以

降になると「気になる」女子生徒の割合が増加することが報告されている（相澤・本郷，

2009；本郷ほか，2009）。図⚖は，保育所から高校までの「気になる」子どもの男女比の変化

である。

加えて，発達障害の診断名が「ない」生徒の方が，診断名が「ある」生徒よりも「気にな

る」特徴が目立つことも報告されている（本郷，2015）。診断名が「ある」生徒の場合は早期

から支援や配慮を受けてきたのに対し，診断名が「ない」生徒はこれまで支援を受けずに現在

に至り，「気になる」特徴が目立ってきたと考えられる。また，幼児期から児童期において
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「気になる」女子は男子に比べて行動が目立ちにくく大人しいため，これまで抱えていた問題

に気づかれなかった可能性もあるだろう。

⚕．幼児期から思春期までの「発達の連続性」を考えることの重要性

目の前の子どもを理解するためには，発達障害であるかどうかと言うよりも，子どもの行動

に影響を与えるさまざまな要因を考慮し，時間の経過に伴う変化を見据えた理解と支援を考え

なければならない。発達早期からの支援が社会適応を促す決定的な要素であるとは言い切れな

いが，これまで示した幼児期から思春期までのつながり（発達の連続性）を考えてみると，子

どもの将来を見通したかかわりや理解の仕方が重要である。

⚖．お わ り に

本稿では，発達が「気になる」子どもを支援するうえで不可欠となる，幼児期から思春期ま

での「気になる」子どもの特徴の理解と，「気になる」特徴のつながり（発達の連続性）を捉

えるための知見を紹介した。

今後の課題は，「気になる」子どもを理解したうえで，子どもが社会生活にうまく適応でき

るような効果的な支援の考案と実践を積み重ねていくことである。本郷（2010）によると，

「気になる」子どもの支援で重要なことは，「気になる」子ども本人への働きかけのみならず，

「気になる」子どもを取り巻く環境への働きかけも考慮することである。この観点から，「気

になる」子どもの発達を支援する⚕つの柱が提案されている。すなわち，①「気になる」子ど

も本人への支援，②クラス集団への支援，③物的環境の調整，④教育・保育体制の整備，⑤保

護者への支援である（本郷，2010 を参考）。①～⑤に沿った支援を同時的かつ継続的に実施す

ることが肝要であり，その実践によって「気になる」子どもの適応的な発達を促すことを目指
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図⚖ 「気になる」子どもの男女比の変化（本郷，2015 をもとに作成）



す必要がある。

また，発達早期からの継続した支援を進めていくためには，保育所や幼稚園での保育実践的

な研究だけでなく，小学校から高校の現場における教育実践的な研究にもとづく知見も接続さ

せなくてはならない。支援がうまくいったケースだけでなく支援が困難なケースも含め，発達

支援に関する実践的な知見の蓄積がより一層求められている。

なお，本論は北海学園大学開発研究所の総合研究「北海道の地域構造と社会課題・地域政策

に関する総合的研究」（2024 年～2026 年）における豊富町プロジェクトに関連してまとめた。
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